
有限会社讃宝住設 SDGs宣言
当社は、「建造物の長寿命化を通じて自然環境に貢献する。」という経営理念のもと、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

事業を通じた環境への貢献 地域社会への貢献
赤外線診断事業を通じて、建造物の長寿命化に取り

組むことで、環境負荷低減に貢献します。また、風力

発電設備のメンテナンスの特許技術を通じて、取引先

企業様の環境負荷低減にも貢献していきます。

地域に密着した企業として、ステークホルダーの皆

さまとのつながりを大切にし、地元企業との優先取引や

地域材の優先利用を通じて、地域社会の持続的な

発展に貢献します。

【主な取り組み】
赤外線外壁劣化診断、雨漏り診断、太陽光パネル

診断、空撮事業、照明のLED化、太陽光パネルの

設置、廃棄物の削減、雨水タンクの設置

【主な取り組み】
地元企業との優先取引、地域材の優先利用、災害時

における協力事項の策定、花火大会の計画・実行、

地域行事・学校行事への参加・協賛

情報管理の強化 ワークライフバランスの充実した職場へ
すべての情報の適切な保護・管理に努め、情報管理

の強化に取り組みます。加えて、特許など知的財産の

適切な管理体制を構築し、皆さまから信頼される企業

を目指します。

性別に関わらず、すべての従業員が安全に、そして

心身ともに健康で働くことができる職場の実現を目指し

ます。従業員の家族も同様に大事にし、仕事と家庭を

両立できる組織作りに取り組んでいきます。

【主な取り組み】
特許の取得・管理(第6857432号、第7044283号)

情報取扱いルールの策定

【主な取り組み】
ハラスメント規程の策定、リモートワーク制度の拡充、

長時間労働の是正、ストレスチェックの実施

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


